


　人工妊娠中絶によって得た 6-7.5 週の胎芽について大血管転位症(TGV-

complex)の存在を調べ,一方これら胎芽の母体について,最終月経,この妊娠の

成立の機会,胎芽採取の時と方法,年令,血族結婚の有無,生活環境,既応歴,妊娠

分娩歴,受胎調節,妊娠中の合併症,妊娠中の診療処置,特にホルモン剤の使用な

どに関する調査を行ない,ホルモン剤投与と大血管転位症出現頻度との関係を

迫求した。


